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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· スタッフ間の報告・連絡・相談の不徹底が目立ってきています。曖昧な連絡・報告ではなく、確実な業務引き継ぎができるようにしていきましょう。

· リハビリテーションプログラム担当スタッフはリハビリテーションプログラムの内容を決めるのは良いのですが、週間予定や終了のものなどを放置しておくのではなく、きちんと管理をし評価できるようにして下さい。

· 日常生活支援プログラムを導入している患者様の受け持ちスタッフは１２月分の総括表の記入がまだされていないので、今月中に記入をお願いします。

· 病棟備品など期末発注する物が何かありましたら、今週中に主任へ報告して下さい。

· 敷き布団交換の時期です。西病棟の交換日は１月１６日（月）定期交換と同時になります。カバーをはずした敷き布団を本部側洗濯場に置いて下さい。洗濯済みの敷き布団を職員更衣室前のリネン庫から持って行ってください。西Ａユニットについては、ベットパットとボックスシーツの交換で、新しい物を本部側洗濯場に用意いたします。

· 当日の流れ…敷き布団を降ろす作業は、朝食誘導後、深夜勤務２名と雑務員の３名

で行う。

· 午後、新しい布団を運ぶ作業はその日のリーダーの指示に従い行う。

· 男子トイレ入り口の手洗い場の水漏れがあり、修理依頼をしています。まったく使えないわけではないのですが、水が落ちる為、洗面器を置き対応していますが、床の水濡れに注意し、患者様の怪我のないようにしましょう。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　光良様～12/29の診察時、臨時薬リスパダール（1）１Ｔ　１３日分処方となっていましたが、1/5～1/10までスタッフの確認ミスでセットがされておらず患者様は服用されていませんでした。リーダー含め各スタッフは必要事項、申し送りは確実に行い、今後不注意のないようにしましょう。

　　　　　　　　本人は日中の眠気や夜間起きれず尿失禁してしまうのではと気にかけてておりますが、服薬の必要性、効果について説明し、尿失禁を気にされる場合は夜間のトイレ誘導も検討していきましょう。また、イライラ感、異常体験に左右され衝動的に粗暴行為がないよう観察していきましょう。

・長谷川　陽一様～1/14（土）10時～15時までの外出希望が出されており、御家族との連絡も取れ、主治医より許可がおりています。

・大下　良悦様～本日より自己服薬管理開始となっています。服薬ボードを家族に用意し

て頂いておりましたが、薬包が入らないケースとの事で病棟よりカレンダー式のボードを貸し出しております。御家族の面会時に購入して頂くのかどうか、の確認をして下さい。

・佐藤　優一様～主治医からは退院については、作業の状況を確認しながらゆっくり進めていく旨説明し、本人も了解していましたが、今後の生活への焦りや不安からか「1/15に退院したい」と話しています。薬剤に対する依存性がありますが、主治医より今後服薬調整は行わない事伝えています。本人より「薬の変更がないのであればいてもしょうがない」といった様子も伺われています。その事で今後の焦りに繋がっているものと思われますので、本人に、確認し焦燥感が増強しないように関っていきましょう。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・高田　多紀子様～1/15（日）退院予定となっており、本日退院時処方が１４日分処方となっています。初外来は１/２６（木）９：３０の予定となっています。

・中村　マス様～　日中の眠気を訴えられ、就床前薬ユーロジンからグットミンと次回定期より変更となります。夜間の睡眠状況、日中の睡意について観察・確認していきましょう。

・木村　忠史様～　日中の眠気やふらつきの訴え聞かれ、セパゾン→リスパダール、ジプレキサ→ネルボンと次回定期より変更となります。夜間の睡眠状況、日中の睡意、歩行状態などについて観察・確認していきましょう。

・清水　徹様　～　表情やや硬くさせ診察されています。「歯が弱い。歯が悪い」等、異常体験に左右された発言聞かれています。主治医より、服薬調整行う旨伝えていますが、「歯が治らない薬だったらいらない」と繰り返し話し、了解悪い様子です。薬に対して被害的になっているので、衝動行為、他者とのトラブルなどないよう注意して観察していきましょう。

・船場　幸子様～　服薬調整はありません。「自室にてオナラをすると詰所まで聞こえるのではないか・・・」と周囲に対して過敏になっている様子伺えていますので注意して観察、又は関わりをもっていきましょう。

＜皮膚科診察＞

· 宮　陽子様　～鼠頸部・臀部の湿疹が改善見られている為終了となっています。

· 木村　忠史様～全身の湿疹、改善見られている為終了となっています。

· 駒木　学様　～円形脱毛症にて治療されていましたが、改善見られている為終了となっ　　　　　　　ています。

· 出河　攻様　～全身の急性湿疹の為、デルモゾールＧ軟膏　１回/１日　処方となって　　　　　　　います。掻痒感の訴えや皮膚の観察をしていきましょう。

· 田野端　忠夫様～腰部の湿疹の悪化が見られており、デキサメサゾン４Ｔ　4ｘ1　３日　　　　　　　　分（1/11より）　デキサメサゾン３Ｔ　3ｘ1　４日分（1/14夕～）　　　　　　　　　臨時薬処方となっています。皮膚の観察・掻痒感訴え等観察していき　　　　　　　　ましょう。

· 長谷川　陽一様～背腰部に癤ができており、アズクロ　１回/１日、　サワシリン４Ｔ　　　　　　　　4ｘ1　３Ｔ　臨時薬処方となっています。皮膚の観察をしていきまし　　　　　　　　ょう。

· 春本　司郎様～臀部の掻痒感の訴え聞かれ、タベジール２Ｔ　2ｘ1　７日分　　臨時薬　　　　　　　処方となっています。皮膚の観察をしていきましょう。

· 沢目　純子様～顔面の湿疹が悪化している為、デルモゾールＧ軟膏→ゲンタシン軟膏へ　　　　　　　変更となっています。引き続き皮膚の観察をしていきましょう。

＜措置入院患者様ＮＣＰ評価・検討＞

・出河　攻様～本日の診察では、退院の焦りは聞かれていませんが、自分の状態や問題について自覚・認識の乏しい様子伺えています。物事を気にし過ぎる傾向があり、衝動性を抑制出来ない可能性がある為、今後も措置入院が妥当と思われます。

＊本日、高田多紀子様の退院療養計画について話し合いを行っております。

